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場所 さわやかちば県民プラザ（千葉県柏市）
日時 2023年2月12日（日） 14:00～15:30
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1. 千葉県を襲った自然災害
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【台風15号】
南房総市中学校体育館

【台風19号】
銚子市市街地冠水

【10月25日大雨】
茂原市小学校浸水

【 10月25日大雨】
佐倉市住宅地がけ崩れ



令和元年台風15号(9月9日)

◼ 人的被害 死者0人、重傷者
7人、軽傷者75人

◼ 建物被害 全壊294棟、半壊
3,274棟、一部損壊56,543

棟、床上浸水37棟、床下浸
水65棟

◼ 暴風による広域・多数の建物被害
、送電線鉄塔の倒壊（君津市）、ゴ
ルフ練習場鉄柱の倒壊（市原市）
、県内全域で多数の倒木、広域・
長期にわたる停電（ピーク時には
県内の約64万軒が停電）、首都圏
の鉄道の計画運休 など
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一部損壊

令和元年房総半島台風



令和元年台風19号(10月12日)

◼ 人的被害 死者1人、重傷者
1人、軽傷者23人

◼ 建物被害 全壊14棟、半壊
65棟、一部損壊1,467棟、床
上浸水25棟、床下浸水69棟

◼ 竜巻と推定される突風（風速約
55mと推定）により車が横転して
男性1人が死亡（市原市）、利根川
の増水により最下流の銚子市に
おいて浸水被害、亀山ダム（君津
市）と高滝ダム（市原市）から緊急
放流の可能性があったが、実施さ
れず など
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一部損壊

全国
・死者･行方不明：108人
・住家全壊：3,229棟
・床上浸水：7,524棟

令和元年東日本台風



令和元年10月25日大雨

◼ 人的被害 死者11人、重傷
者1人、軽傷者3人

◼ 建物被害 全壊10棟、半壊
15棟、一部損壊67棟、床上
浸水 1,379棟、床下浸水
1,279棟

◼ 河川氾濫による多数の床上・床下
浸水（茂原市、長柄町、長南町、
大網白里市、山武市など）、車両
の水没等による死者4人（長柄町、
長南町）、土砂災害警戒区域指定
外での土砂崩れによる死者4人（
千葉市緑区、市原市） など
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床下浸水



1677年延宝地震（M8.0）

◼ 磐城（宮城・福島）から房総に
かけて津波襲来。房総（千葉県
）で倒家223余、溺死246余。

◼ 銚子市では、“夜四ツ時（22時
頃）、津浪、笠上・飯沼に人畜
の死傷を出し、千人塚の側に
大池が出現。又高神村大池に
大浪打揚げ樹木の倒れるもの
一万余、外川・長崎の漁船・民
家、大被害を蒙り、人畜の死傷
多し。”（『銚子市史』より）

津波標識
（千葉科学大学付近）

宇佐美龍夫：日本被害地震総覧、写真提供：室井房治氏

発生日時：10月9日 20時頃
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→津波地震



1703年元禄地震（M7.9～8.2）

◼ 津波が犬吠埼から下田に
至る海岸を襲った。房総（
千葉県）の死者は6,534

人（津波で2,000人以上）
。

◼ 旧飯岡町（現旭市）での
死者は、三ヶ浜（下永井
浜、飯岡浜、平松行内浜）
で70余人。旧蓮沼村（現
山武市）では、死者102人
以上。旧成東町（現山武
市）での死者は、松ヶ谷で
84人、本須賀で96人。

千葉県：元禄地震（防災誌）

津波塚
（山武市本須賀）

発生日時：12月31日 2時頃
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（参考）1854年安政南海地震

◼濱口梧陵（千葉県銚子市のヤマサ醤油第７代当主）

が、紀州（和歌山県）広村に帰郷中、大津波に襲われた
村人らを助けた逸話は、「稲むらの火」として津波防災教
育の中で語られている。
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1917年「大正6年の大津波」

◼ 高潮 最高水位：4m超（
流山、松戸、関宿、行徳
、浦安）

◼ 千葉県の被害 死者・行
方不明：313人（1,301人
）、全壊家屋：7,629戸（
43,083戸）



1923年関東地震（M7.9）

◼ 死者・行方不明は約10万5千人（そのうち、建物倒壊によ
る死者は約1万1千人）。※千葉県：1,342人、茨城県：5人

◼ 東京は二昼夜にわたって燃え続け、32万戸が焼失。本所
被服廠跡（墨田区）では4万4千人が焼死。

諸井・武村：関東地震（1923 年9 月1 日）による木造住家被害データの整理と震度分布の推定、2002

◼ 由比ヶ浜海岸（鎌倉市）で津波
により約100名が行方不明。江
ノ島桟橋（藤沢市）で約50名が
行方不明。

◼ 根府川集落（小田原市）で、土
石流により64戸の家屋が埋没、
406人が死亡。

発生日時：9月1日 11時58分
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自然災害伝承碑

◼ 「･･･わが鎌ケ谷村は、この震災
の圏内にあったが、その震度が
比較的緩和されたため、住居や
倉庫などの損害はきわめて少なく
、人畜の死傷がなかったのは実
に最大の幸運というべきことであ
る。今ここにその1周年にあたり、
有志が相談して1基の記念碑を建
設し、この災害で悲惨な死をとげ
た人々の霊を弔慰するとともに、
後世の子孫が天地の異変を敬い
恐れるべきことを知り、自ら気を
つけて謹むための資料としてほし
いと願う。」（碑文より）
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（撮影：2023年1月20日）



◼ 最大瞬間風速：49m/

秒（銚子市）、降水量
（ 9 月 6 ～ 8 日 ） ：
559mm（勝浦市）、
371mm（銚子市）

◼ がけ崩れ：7,760ヵ所

◼ 死者：56人、負傷者：
441人、全壊：7,629

世帯、半壊：4,529世
帯、床上浸水：7,990

世帯

新生町

富川町

写真提供：室井房治氏

本城町

春日町

清川町 君が浜

昭和46年（1971年）台風25号





幕末
1853･54年：黒船来航 → 1854年：安政東海・南海地震 →

1855年：安政江戸地震 → 1856年：安政３年の大風災 →

1858年：コレラ国内流行

大正
1914年～：第一次世界大戦 → 1917年：大正６年の大津
波 → 1918～1920年：スペイン風邪世界流行 → 1923年：
関東大震災

現在
2011年：東日本大震災 → 2019年～：新型コロナウイルス
感染症世界流行→ 2022年～：ロシアのウクライナ侵攻
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３つの「防」 防災 防疫 防衛
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2. 千葉県を襲う自然災害



ハザードマップとは？

◼ 「自然災害による被害の軽減や防災対策に使用す
る目的で、被害想定区域やその程度、避難場所・避
難経路などの防災関係施設の位置などを表示した
地図」（国土交通省国土地理院より）
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津波
（高知県黒潮町）

洪水
（茨城県境町）

土砂災害
（広島県広島市）

火山噴火
（北海道・有珠山）



津波ハザードマップ（岩手県大船渡市）
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撮影：2010年6月5日

撮影：2013年9月22日
死者：約４００人



洪水ハザードマップ（岡山県倉敷市）
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死者：62人
（撮影：2019年7月13日）

倉敷市
真備支所



最大震度マップ
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複数の想定地震の震度分
布を重ね合わせ、各メッシュ
について最大となる震度を
表示したもの



最大震度マップ（千葉県）
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県内においては震度6強の強い揺れが地域を問わず
発生する可能性があり、予防的な対策が必要とされる。

（『平成26・27年度千葉県地震被害想定調査報告書』より）

【想定】 各市町村の直下でM7クラスの地震が発生

柏市周辺



地震への備え方

◼ 県内（全国）のどこでも、震度６強の地震の揺れに
見舞われる可能性がある。

◼ その地震の揺れ（S波：秒速3～4km）は、地震の発
生から最短で、数秒～十数秒で到達する。

↓

◼ 最善 → 予防対策（耐震化、家具固定・転倒防止）

◼ 次善 → 身の安全を守る行動

※活断層の付近の場所や液状化の危険度が極めて高い場所
への立地は避けることをお勧めします（藤本）。
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レベル１の津波とレベル２の津波

1. 数十年から百数十年に1度程度の頻度で再来するレ
ベル１津波（比較的頻度の高い津波）対しては、海岸
構造物などを設けて被害を出さない防災を目標とする
。

2. 数百年から千年に1度程度の極めて低頻度で発生す
るレベル２津波（最大クラスの津波）に対しては、多重
防御によって避難を容易にして犠牲者を最小化する減
災を目標とする。

⇒ 最近の津波ハザードマップは、レベル２津波を想
定した津波浸水シミュレーションの結果を用いている。
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津波浸水想定（千葉県）

◼ 千葉県では、・・・過去に本県沿岸に津波被害をもたらし
た地震や、将来最大クラスの津波をもたらすと想定され
る5つの地震を選定し、各地震のシミュレーションを行い
、各地で最大となる「浸水域」と「浸水深」を設定し、津波
浸水想定図を作成しました。

（千葉県県土整備部「津波防災地域づくりに関する法律」に基づく津波浸水想定の設定について」より）
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最大クラスの津波を発生させる地震
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津波への備え方

◼ 津波は、県南部（内房・外房）は数分～20分、九
十九里は30～40分、東京湾は２時間で到達。

↓

◼ 最善 → 住居移転（or 立地回避）

◼ 次善 → 避難

時間の余裕：あり → 避難行動要支援者名簿

＋個別避難計画

時間の余裕：なし → 「津波てんでんこ」
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洪水浸水想定区域図（国土交通省）
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【想定】 利根川流域、八斗島上
流域の72時間総雨量491mm

八斗島
（群馬県伊勢崎市）

やったじ ま

栗橋
（埼玉県久喜市）

関東地方整備局利根川下流河川事務所

･･･1000年に１回程度の割合で発生する降雨量



洪水浸水シミュレーション
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⇒決壊箇所（破堤点）によって、浸水域は異なる。



洪水浸水想定区域（国交省、千葉県）
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国土交通省
（関東地方整備局利根川下流河川事務所）

一級・二級河川 中小河川

千葉県

(令和2年5月28日までに指定・公表) (令和4年3月29日に指定・公表)

New!
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利根川

柏市
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手賀川

手賀沼
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大堀川

大津川



洪水ハザードマップの使い方

◼柏市での洪水（利根川、手賀川、大津川、大
堀川）は、浸水が始まるまでに時間の余裕（
数時間～１日）がある。

↓

◼最善 → 住居移転（or 立地回避）

◼次善 → 避難

時間の余裕：あり → 「マイ・タイムライン」
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タイムライン

◼ 災害の発生を前提に、「いつ」「誰が」「何をする
か」に着目して、防災行動とその実施主体を時

系列で整理した計画。

◼ 国、地方公共団体、企業などで策定が進められ
ている。最近では、行政だけでなく住民ひとりひ
とりが、自分の「マイ･タイムライン」を作る動

きも少しずつ広がっている。
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3. 防災・減災の基礎



防災・減災とは？
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災害
発生

時間の流れ

危機管理

発災前 発災時 発災後

リスク
マネジメント

復旧･復興

防災・減災



38

3-1．リスクマネジメント



リスクマネジメントの流れ
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① 【目的】を定める

② 【災害】を知る

③ 【対策】を行う

・自分が守りたい人は？

・自分が守りたい人に
襲いかかってくる災害は？

・自分が守りたい人の
災害に対する弱点は？
・その弱点を解消するには？
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① 【目的】を定める



すぐ消える後悔と長引く後悔

◼ ｢寝坊をして学校に遅刻した。昨晩、もっと早く寝
れば、遅刻しなかったかも。今日からは早く寝よ
う｣ → すぐ消える後悔（将来につながる）

◼ ｢交通事故で家族を失った。今朝、出かける時に
『車に気をつけて』と言っていたら、事故に遭わ
なかったかも｣ → 長引く後悔（過去をひきずる）
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ニール・ローズ：後悔を好機に変える，ナカニシヤ出版，2008.



被災者の声（1）

◼ 女性(84歳) ｢息子が大学に行ってる時よこした手
紙なんかも、とってあったのね、その手紙もながしち
ゃったなぁって思ったりしてね。着物も何もいいよ、
流れても。でもねぇ、その買って換われないそういう
物が、惜しかったなぁと思う｣

◼ 男性(37歳) ｢店や釣具屋が津波で流されて、被害
は四～五千万円。だけど、･･･家族が生きている。い
ろいろなくなってもしょうがないけど、家族がいるか
ら良かった｣

42



被災者の声（2）

◼ 女性（40歳） ※死亡：娘(14歳)と祖父(85歳)

仕事で町外にいた。大津波警報を知り、自宅に電話し
て娘（14歳）に避難するように促した。しかし、足腰が
弱い祖父（85歳）がいるので、どうしようかと言ってい
た。近所の人に頼んで避難できないかと娘に話した。

↓

「私は（娘）に『助けられなくてごめん』と謝りたいです。
誰のせいでもない、やっぱり私たちが一番に助けに来
なくてはいけなかった。それを今も悔やんでいます」
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被災者の長引く後悔

東日本大震災被災者の体験談(2,284人分)

から分かったことは、

◼身近な家族(配偶者、親･子など)を失ったこと
で、ずっと後悔していた。

◼ ｢もし自分が～していたら、(失った家族が助か
っていた)かもしれない｣と考えて、ずっと後悔
していた。
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藤本一雄・戸塚唯氏：東日本大震災被災者の後悔に関する証言に対するドキュメント分析から
考える防災活動の目的、地域安全学会論文集、No.27、pp.1-11、2015.



自助、共助、公助
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自助

共助
町内会･事業所

公助
行政機関

自分の身は
自分で守る

自分たちのまちは
自分たちで守る

市役所、消防、警
察、自衛隊などに
よる公的な支援



自助

《子ども》

◼自分の身は自分で守る。

《大人》

◼自分が、自分と大切な人を守る。
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③ 【災害】を行う



「できる」対策から「するべき」対策へ

◼防災に取り組む「目的」がない場合

→ 自分の都合で、時間・お金・手間などをかけ
ずに「できる」対策を行いがち。

↓

◼防災に取り組む「目的」がある場合

→ 目的（例えば、家族の生命を守る）を達成す
るために「するべき」対策を考える。
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「原因究明」から「弱点発見」へ

◼ 「最悪の結果」が起こった後で、その「原因」を
究明する。（例えば、東日本大震災、セウォル号沈没事故
、ソウル梨泰院雑踏事故など）

↓

◼ 「最悪の結果」が起こる前に、その「原因」（＝
弱点）を発見・解消しておく。（例えば、南海トラフ地
震、首都直下地震など）。
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（目的が達成されない状態）



弱点発見イメージトレーニング

◼ 自分自身や身の回りに潜む災害に対する弱点（原
因）を発見するため、災害がもたらす最悪の結果か
らスタートして、それに至る原因（弱点）を考えていく
イメージトレーニング法
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日時：2015年7月15日
場所：銚子市保健福祉センター
対象：ケアマネジャー

日時：2015年12月11日
場所：県立銚子高等学校
対象：高校生

日時：2016年5月13日
場所：女性センターゆうまつど
対象：保育関係者

日時：2016年2月27日
場所：神栖市中央公民館
対象：神栖市PTA父親委員
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3-2．危機管理



OODAループ

◼ 緊急時の行動モデル（「危機管理」のモデル）

◼ Observe（観察）→Orient（情勢判断）→Decide（
決定）→Act（行動）→Observe→･･･のループ（
サイクル）を迅速に繰り返すことで、直面する緊
急事態に対処。

判断
（Orient）

観察
（Observe）

決定
（Decide）

行動
（Act）

情報収集

ウ ー ダ



防災気象情報の種類（気象庁など）

◼ 地震･･･緊急地震速報、震度速報、震源に関する情報
、震源・震度に関する情報、･･･

◼ 津波･･･津波注意報、津波警報、大津波警報

◼ 暴風･･･強風注意報、暴風警報、暴風特別警報

◼ 大雨［浸水害、土砂災害］･･･大雨注意報、大雨警報、
記録的短時間大雨情報、顕著な大雨（線状降水帯）
に関する情報、土砂災害警戒情報、大雨特別警報

◼ 洪水･･･洪水注意報、洪水警報、指定河川洪水予報

◼ 雷･･･雷注意報 ※警報はない

◼ 竜巻･･･竜巻注意情報 ※雷注意報を補足する情報 60



警戒レベル（５段階）

61



ナウキャスト（雨雲の動き・雷・竜巻）

◼ 気象庁が降水・雷活動度・竜巻発生確度の分布に
ついて、1時間先までの予測を発表する気象予報シ
ステム。 ※ナウキャストは、英語の「現在（Now）」
と「予報（Forecast）」を組み合わせた造語。

62
降水 雷 竜巻



キキクル（危険度分布）

◼ 気象庁が発表する、大雨によ
る土砂災害、浸水害、洪水の
危険度を５段階で色分けして
地図上にリアルタイム表示す
るシステム。

63



想定内・想定外を【判断】するには？

◼事前の情報（ハザードマップ）と、リアルタ
イムの情報（防災気象情報など）を比較

↓

事前＞リアルタイム＝想定内

→ マニュアル通りの対応

事前＜リアルタイム＝想定外

→ 臨機応変な対応 64



想定内・外の判断（地震の場合）

◼ 事前の情報

・震度：６弱

◼ 直後の情報

・震度：６以下？（体感等より）

・震度：５強（携帯ラジオより）

→ 校舎が倒壊する危険性は極めて低い？
65

銚子市地震ハザードマップ



◼ 事前の情報

・震源：千葉県東方沖、M8.0

・津波高さ：3～4m

・到達時間：30分

◼ 直後の情報

・Mは８以上？（３分以上続く揺れの体感より）

・震源：三陸沖、M7.9→8.4→8.8（携帯ラジオより）

→ （Mが大きいので）津波高さは3～4mを超える？

→ （震源が遠いので）到達時間は30分以上かかる？

想定内・外の判断（津波の場合）

66

銚子市津波ハザードマップ



決定（Decide）→行動（Act）

◼平常時

→ 目的を達成するために、ベスト（最善の状
態）を追求する。

◼災害時

→ 目的を念頭に置いて、ワースト（最悪の事
態）を回避する意思決定を行い、行動に移す。

67



決定→行動の例

◼ 大津波警報が発令され、学生・教員らで避難をして
から2時間以上が経過。警報は解除されていないが

、津波が来る様子は一向に見られない。避難を続け
ますか？ それとも、学校に戻りますか？

68

避難継続
or

学校に戻る？



最悪回避の決断

⇒ 危機対応時（災害時）には、最悪を回避する。
69

避難継続

戻る

津波が来る

津波が来ない

最善？

次善？

津波が来る

津波が来ない

最悪

最善？

判
断
に
迷
う

決定→行動

予想される事態 結果

危機管理の原則：最悪の事態を
回避するために、「最善」を追求
するのではなく、「次善」（second
best）に甘んじる覚悟が必要



70

3-3．復旧・復興



復旧と復興の違い

◼復旧：発災前と同じ状態に戻す。

◼復興：発災前より良い状態に戻す。

災害が発生した後で、

良い状態に戻せばよいのか？

↓

災害が発生する前に、良い状態にしておく

（｢国土強靭化｣、｢事前復興｣など）。
71

→ ”Build Back Better”



国土強靭化

◼大規模自然災害に対して、｢強さとしなやかさ
｣を備えた国土･経済社会システムを平時から
構築していく、国家のリスクマネジメント。

72



事前復興

◼被災後の復興
事業の困難さを
考え、事前に復
興まちづくりを
実現し、災害に
強いまちにして
おくことである。

73



まとめ

◼彼（敵）を知り己を知れば百戦殆からず（
孫子）

↓

◼自然災害（ハザードマップ）を知
り、己の最悪の結果に至る弱点
を知れば百戦殆からず（藤本）

74
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